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資料-1 
 
調査団員・氏名 

 
１．団  長・総  括  石井 羊次郎 ＪＩＣＡパキスタン事務所 
 
２．業務主任・施設計画  宮崎 虔二  ㈱伊藤喜三郎建築研究所 
 
３．電  気  設  備  計  画  大嶋 庄次  ㈱伊藤喜三郎建築研究所 
 
４．機  械  設  備  計  画  山中 巌   ㈱伊藤喜三郎建築研究所 
 
５．調 達 計 画・積 算  浅原 利彦  ㈱伊藤喜三郎建築研究所 
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調査行程 

   
Ａ：石井 羊次郎   Ｂ：宮崎 虔二   Ｃ：大嶋 庄次  

  Ｄ：山中 巌     Ｅ：浅原 利彦 
 
日程 月／日 曜 班 員 行   程 内   容 
１ １/８ 水 B～E ＡＭ：成田発 

ＰＭ：カラチ着 
・出国 

２  /９ 木 B～E 
 
A～E 

ＡＭ：カラチ発 
：イスラマバード着 

ＰＭ：ＪＩＣＡﾊﾟｷｽﾀﾝ事務所 
  ：ﾊﾟｷｽﾀﾝ医科学研究所(ＰＩＭＳ) 
  ：経済省 
  ：日本大使館 

 
 
・調査日程打合せ 
・表敬 

３  /10 金 B～E ＰＩＭＳ 
小児病院 

・ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ説明 
・質問表説明 

４  /11 土 B～E ＰＩＭＳ 
小児病院 

・ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ協議 
・ｻｲﾄ調査 

５  /12 日 B～E 団内打合せ  
６  /13 月 B～E 

 
A～E 

ＡＭ：小児病院 
：母子保健センター(ＭＣＨ) 

ＰＭ：ＪＩＣＡﾊﾟｷｽﾀﾝ事務所 

・ｻｲﾄ調査 
 
・中間報告 

７  /14 火 B～D 
E 

ＰＩＭＳ・小児病院 ・ｻｲﾄ調査 
・建設、調達事情調査 

８  /15 水 B～E 
A、B 
C～E 

ＡＭ：ＰＩＭＳ・小児病院 
ＰＭ：保健省 
 

・計画内容協議 
・表敬 
・調達事情調査 

９ 1/16 木 B～D 
Ｅ 

ＰＩＭＳ・小児病院 ・計画内容協議 
・調達事情調査 

10  /17 金 A～E 
 
 
A～E 
B～E 

ＡＭ：ＰＩＭＳ 
： 
 
：保健省 

ＰＭ： 

・M/D 協議 
・計画省担当者へ計画 
内容報告 

・M/D 協議 
・資機材調達事情調査 



  

11  /18 土 B～E ＡＭ：ＰＩＭＳ 
ＰＭ： 

・補足関連調査 
・資料整理 

12  /19 日 C～E 
 
C～E 
B 

ＡＭ：イスラマバード発 
  ：ラホール着 
ＰＭ： 
 

・移動 
 
・団内打合せ 
・資料整理 

13  /20 月 A、B 
 
 
C～E 
A、B 
B 
C～E 

ＡＭ：保健省 
  ：経済省 
  ：ＪＩＣＡﾊﾟｷｽﾀﾝ事務所 
ＡＭ： 
ＰＭ：日本大使館 

：イスラマバード発 
：ラホール発 

・M/D 署名 
・M/D 署名 
・報告 
・資機材調達事情調査 
・報告 

14  /21 火 B～E ＰＭ：成田着 ・帰国 
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関係者（面談者）リスト 
 

１． 保健省（Ministry of Health and Social Welfare） 
Mr. Ejaz Rahim                 保健省次官 
Mr. Mattiullah Khan         保健省次官補 
Dr. Fahim Arshad Malik        保健省次官補代理（計画開発局担当） 

 
２．経済省（Economic Affairs Division） 

Mr. Muhammad Ashraf Khan      経済省次官補 
 

３．計画省（Planning and Development Division） 
Dr. Shafiq Uddin   計画開発局局長代理（保健省担当） 

 
４．首都開発局（Capital Development Authority） 

Mr. Pervaz Anwaz Cheema       道路課課長 
Mr. Faj Muhammed   道路課課長代理  
Mr. Muhammed Akrem  道路課係長  

 
５．医科学研究所（Pakistan Institute of Medical Sciences : PIMS） 

Prof. Azhar Mahmood         総長 
Mr. Ubaid Khan   技士長 
Mr. Syed Talaat Pasha  技士（電気設備） 
Mr. Mohammad Anwer  技士（電気設備） 
四方 啓裕    技術顧問 

 
６．母子保健センター（MCH） 

Mr. Abid Malik   センター長 
Mr. Naixiz Ahmed   技士（電気設備） 

 
７．小児病院（Children Hospital） 

Dr. Malik manzoor Ahmad Khan   小児病院院長 
Mr. Akhtar Hussain Shah       ボイラー技士 
Mr. Rafaqat Ali Butt         技士（土木・建築） 

Mr. Shahzad Iqbal                   技士（電気設備） 



  

Mr. Mohammad Munir  技士補（土木・建築） 
Mr. Tariq Mahmmod                 技士補（電気設備） 
Mr. Qurban Ali               技士補（電気設備） 
Mr. Ali Asghan                       技士補（電気設備） 
Mr. Qamar Nawaz Khan  技士補（電気設備） 
Mr. Ali Ahmed                       技士補（空調設備） 
Mr. Guf Nawaz                      技士補（空調設備） 
Mr. Habib Ur Rehman                技士補（空調設備） 
Mr. Najeeb Ud Din Butt               技士補（空調設備） 

 
８．日本大使館 

松永 健              経済班長 
村田 秀雄             １等書記官 

 
９． ＪＩＣＡパキスタン事務所 

山浦 信幸           所長 
石井 羊次郎    次長 
木下 康光 
樫葉 由美子             企画調査員 
Mr. Sohail Ahmad 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 





































              

  

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
   本プロジェクトは、記録的集中豪雨により病院機能が麻痺したイスラマバード小児病院の

病院機能の回復を図ることを目的とする。 
４．事業内容 

（１） 対象地域 
イスラマバード 

（２）アウトプット 
PIMS 内小児病院の被災した電気設備・機械設備の更新と修繕及び将来の再被災防止

対策により病院機能の回復と将来の再被災防止が計られる。 
（３）インプット 

【日本側】 
被災設備の復旧 
電気設備：受電設備・発電機設備の交換、AVR（自動電圧調整器）の交換、 

動力盤の新設と二次側配線工事 
機械設備：空調機器の交換と修繕、医療ガス供給装置の修繕、 

将来の水害対策 
建 築 ：止水壁の設置、小児病院周囲の雨水排水設備の改善、発電機室・電気室の

移設、玄関前路盤面の切り下げ、目地材の交換 
機械設備：既存オイルタンクの予備雨水槽への転用、屋外排水設備の改修 

     その他 
      建 築 ：手術室床の張り替え 
     機械設備：救急部・放射線部へのエアコン設置、救急部等のエアコン用高性能フィル

ターの交換 
【相手国側】 

PIMS の敷地境界から隣接道路下を経由して道路と平行する放流先小川までの雨水 
排水管の埋設工事 

（４） 総事業費 
概算事業費 6.29 億円（日本側 6.25 億円、パキスタン国側 400 万円） 

（５） スケジュール 
詳細設計期間を含め、約 15ヶ月の工期を予定 

（６） 実施体制 
実施機関：パキスタン国保健省、PIMS 
 
 
 
 



              

  

５．プロジェクトの成果 
（１） プロジェクトにて裨益をうける対象の範囲及び規模 

対象の範囲：イスラマバード周辺、北西辺境州、バロチスタン州 
対象の規模：約 500 万人の小児 

（２） 事業の目的を示す成果指標    
１） 機能回復 

① 被災により、停止、機能が低下した電気･機械設備が被災前の機能に回復する。 

 

             機器の現状と性能回復の内容 

機器 台数 現状 回復内容 

非常用発電機   1 機能停止 電圧が設計数値に戻り 

発電出力は 500KVA に改善される 

ボイラー   2 1 台機能停止、 

1台25%の出力 

蒸気圧 、蒸気量は設計数値に戻る 

冷凍機 2 機能停止 冷水温度差、冷水量が設計数値に戻る 

ポンプ 

 冷水、温水、冷却水 

補給水、還水 

給湯循環 

雨水排水 

 

湧水 

汚水 

 

 

10 

5 

2 

4 

2 

9 

2 

 

機能停止 

機能停止 

機能停止 

機能停止 

(新設) 

機能停止 

機能停止 

 

圧力、水量が設計数値に戻る 

圧力、水量が設計数値に戻る 

圧力、水量が設計数値に戻る 

圧力、水量が設計数値に戻る 

圧力は 22m、水量は 1,700L/m 

圧力、水量が設計数値に戻る 

圧力、水量が設計数値に戻る 

 

空調機  5 

 20 

機能停止 

機能停止 

風圧、送風量が設計数値に戻る 

風圧、送風量が設計数値に戻る 

 

② ①の結果、電気･水・ガスの供給を受けて稼動しているレントゲン，人工呼吸器、 

保育器等の医療機器、又吸引、圧縮空気の供給機能も被災前の状態に回復する。 

③ 非常用発電機が機能することにより停電時に重要施設に電気を供給可能となる。又 

ボイラー、冷凍機、空調機の機能回復により中央方式による冷房・暖房の回復、給

湯の回復、更に被災のため他の施設で行なわざるを得なかった滅菌といった機能が

小児病院内で被災前と同様に可能となる。 

④ 手術室の床貼替や手術室・集中治療室・乳児集中治療室等の空調機高性能フィルター

の交換により、清潔区域の清浄度が回復、院内の感染防止機能が回復する。 

 



              

  

 

 

２） 安全性の回復 

漏電による感電や発熱による火災、稼動中の医療機器（人工呼吸器，保育器等）の

停止といった人身事故等の重大な二次災害の発生が防止される。 

３） 再被災の防止 

止水壁や小児病院周辺の雨水排水設備の改善、玄関前路盤レベルの切り下げ、  

電気室・発電機室の移設といった水害対策により、被災時と同程度、三時間 400 ㎜、

一時間最多 180 ㎜、8 時間 620 ㎜の集中豪雨でも施設・設備機器の再被災が防止され

る。（因みにこれまでの 1日最多降水量は 1997.8.27 日の 320 ㎜） 

 

 
６．外部要因リスク 
   成果及び目標の達成には、以下の外部要因リスクが解消される必要がある。 

（１） 既存関連機器の維持管理 
（２） 災害時対策として院内の動員計画と組織の構築 
（３） 雨水排水設備の維持管理 

７．今後の評価計画 
（１） 事後評価に用いる成果指標 

電気・機械設備の機能、性能、安全性の回復状況、雨季に於ける雨水排水状況の確認 
（２） 評価のタイミング 

施設完成後１年を目処とした事後評価 
 

 
 



  

資料-7 
参考資料／入手資料リスト 
 
保健省よりの入手資料 

No. Title Date 
H-001 保健省組織図 2003/01/10 
H-002 2001 保健政策 2003/01/17 

 
PIMS よりの入手資料 

No. Title Date 
P-001 PIMS 配置図 2003/01/10 
P-002 PIMS 埋設配管図 2003/01/10 
P-003 PIMS 組織図 2003/01/10 
P-004 PIMS 予算（MCH は除く） 2003/01/10 
P-005 PIMS 収入（MCH は除く） 2003/01/10 
P-006 PIMS 改修、修繕予算 2003/01/10 
P-007 PIMS 予算と上半期支出 2002 2003/01/13 

 
母子保健センターよりの入手資料 

No. Title Date 
M-001 母子保健センター組織図 2003/01/10 

 
小児病院よりの入手資料 

No. Title Date 
C-001 小児病院組織図（全体） 2003/01/10 
C-002 小児病院組織図（維持管理部門） 2003/01/10 
C-003 小児病院修繕費 2003/01/10 
C-004 小児病院光熱費 2003/01/10 
C-005 小児病院患者動向 2003/01/16 
C-006 小児病院スタッフ名簿 2003/01/16 

 
調査資料 

No. Title Date 
S-001 気象調査レポート 2003/01/17 
S-002 レベル測量調査図 2003/01/17 



  

S-003 埋設配管調査図 2003/01/17 
S-004 パキスタン経済調査 2001-2002 2003/01/17 
S-005 パキスタン開発 10 年計画、開発プログラム 3 年計画 2003/01/17 
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